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の 変化

運動の 母体循環動態に及ぼす妊娠中 176　　　 高身長母体は、High−Risk分娩か否か ？

（高身長母体の 分娩に関す る検討）
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　［目的］近年妊娠中の運動が推奨されて い るが、

そ の循環動態に 及ぼす影響に つ い ては充分に理解

されて い ない 。 そこで運動 に伴 い 生 じる母体循環

動態の変動が妊娠 に 伴い どの よ う に 変動す るか観

察する こ とを本研究の 目的と した 。　［方法］週2回

中等度 60分間 の エ ア ロ ビク ス を妊娠 16週 よ り再開

した妊婦（25〜35才）8人 を対象に妊娠24週 ・29週 ・

36週 ・産褥 1カ月に後述の運動負荷試験を行 っ た。

非妊女子運動選手 8人 を対照 と した b 運動 負荷試験

は、半坐位 に て 5分 間安静を保 っ た後、向姿勢で5

分間の ペ ダル 運動を行い脈拍数が 120BPMに なるよ

う運動強度を調整 した。試験中Impedance法と

Finapresに より心拍出量（CO）・平均血圧（MBP）を連

続的 に 測定 し、両者 より血管抵抗（mVR）を求め運動

に よる変化を検討 した。　［成績］皿VRは非妊時 15．0

± 5．09より24週に は 7．78± 9．2（P〈O．05），29週6、65

± 2．35 （P＜O．　05 ）と有意に低下 し、36週に は8．G8
± 3．39と若干．L昇す るもの の 産褥1カ月で も10．4±

3．49と非妊時 に較べ 低値を示 した 。 運動に よる皿VR

の 下降は非妊時8．40± 4．18であ っ たが24週 では

3、　57± 1，88 （P＜O．　05），29週で は2．17± 0，84
（PくO．　05）と最も 少な く36週 で も3．56± 2．47

（P＜O．　05）．産褥 1カ月で も3．91± 2．66 （P〈0，05）と非

妊時に較べ mVR の低下は鈍化 して い た 。 しか し運動

中の mVR 絶対値そ の もの は非妊時6，60± 2，28に較べ

24週 4，22±0，96．29週4．75± 1．37，36週 4．52±

王．44と低下 して い た。［結論］運動中 は 末稍1血管が

拡張 し血管抵抗は低下するが、妊娠中はすで に血

管は拡張 してお り 、 運動に よる血管抵抗の低下は

鈍化 して い た 。 従 っ て 妊娠中の 運動は循環血 液量

が増加 して い る こ とも加 味され非妊時とは異な っ

た適応現象が み られ る 可能性が 示唆された。

〔目的〕低身長母体は 、High−Risk妊娠 と して 、確立

され て い る が、女子平均身長の伸 び に伴 い 、高身長

母 体の 、分娩に立 ち会 う機会 も増加 して い る 。 今

回 、 高身長母体 の分娩に関 し、検討を加 えた の で 、

報告する 。

〔方法〕対象は 、当院で の 、過去 10年間の 総分娩数

5，230件の うち、分娩時、母体身長 （H）− 168cm 以

上 の 128例 （a 群〉で 、同期 間 の 155cm ≦ H ≦ 160cm

の 128例 （b群）、H ≦ 148cm の 142例 （c 群）を対

照群 とし、比 較検討 した 。

〔成績〕高身長群 （a 群）の 母 体平均年令 （mean ±

SD ）は 、 28．7 ± 4，0才、平均身長 169．4 ± 1．9cm 、母

体体重 （非妊時）59 ．1 ± 8．2kg 、（分娩時）71．4 ±

8．5kgで あっ た 。 分娩所要時間 10」 ± 3．lhr、（経腟）

分娩時出∬旺量 380，4 ± 232．2ml、平均在胎 週数 39，2

± 1．5週 で 、b，c 群 と差 を認め なか っ た 。 母体 の kaup

｝旨数 は 、　彡P妊 時　　（a　群 、　b　群 、　 c　群 ）　一

（19．6，
19．7，

19。8）、分娩時 （24．7，24．325．3）で 、肥満

度 に 差 は な か っ た 。 出 生 時 児 体 重 （g ）は 、

（3314 ．6，3047 ．6，2926 ．9）、 児 身長 （cm ） は 、

（50，1，48．9，
48 ．2＞で 、a 群が 、　b，c 群 に比 しp〈O．OI で

有意に 大きか っ た 。 臍帯長 （cm ）は （60、7，
56．8

，
52．g）

で p〈 0．01 で有意差 を認 めたが 、臍帯巻絡率 （％ ）は

（36．7，35．2，3LO ）で 、2回以上 の 多数回臍帯巻絡合併

率 （％）は 、 （11．7，3．9，3．5）で 、a 群に高率に認め ら

れた 。 分娩時骨盤位の 頻度 （％）は 、 （7．O，3．1，6．3＞

で a 群に高率で 、妊娠 8ケ 月以 後の 胎位変化率 （％）

は （8．6，5．5，10．6）で a，c 群に高率であ っ た 。

〔結論〕高身長母体は、標準身長、低身長母体に 比

し、児は巨大傾向 を認め、臍帯長も長 く、多数回臍

帯巻絡の High−Risk妊婦で あ る ととも に 、骨盤位 の

頻 度 も有意に 高率 で あ っ た 。
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